
 

平成 30 年 3月 3 日、石川県立看護大学で「第 30 回石川県立高松病院こころの臨床学会」が開催され、院

内外を含めて 119名が参加しました。当院では、意欲的に研究に取り組んだ成果を発表する場として院内学

会を継続し、臨床研究の活性化を図り、職種間の業務の理解や医療の質向上に繋げています。今年は、「地

域で暮らす～その人らしさを支える～」をテーマに、一般演題 12題の発表、臨床研究奨励賞の受賞、院内

医師によるミニレクチャー、岡山県精神保健福祉センターから野口正行先生をお招きしての基調講演、多職

種による指定討論等々盛り沢山な内容でした。 

   

         

職員みんなで盛り上げられた今回の学会、喜び、感動、感謝の気持ちを熱いうちにお伝えしたいところでし

たが、改めて皆さんのご協力に感謝致します。 
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